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襄•として[巧違ひなしと思はれる0 
7 Speleocieurina cavicola 

この 種は十六 年に 戍？を採集せるのみで後は夕かこの若蛛と0されるもの一 
二を採集してねる。餘提珍妙なもので Clcttrhia に嚴も近<，只脈と後が ( D 巧 
遠により新屬とせるものである。充かな形態上の記述は出ホ難いが，體長 1.2 
cm . 腹部は灰黑な地に黃灰色數對斑を八字狀に縱に姑べてゐる〇郞ち洞巧產中 
の蜘蛛類では教もを素の豐富なものである0直眼閒は直贩徑ほど.後中直眼閒 
は直眼の].8，前側直顺な]は盧眼〇1/2 〇斜前方より見て直眼は最小。衙をの 
罕にがては上額前堤3猶後堤はか方も他方は2踏を有し，前堤はを總を有す 
る。 下接は大約縱横岡長0二々かる間巧の痕跡あり，後がは長大で二節で末端 
の方が僮に短かつた。潜性に就いては不明である0 
Vま要引用文が 

植村利夫 1936 天魔山でカネコトタテグモを採るの記 A ta Aracbnologica Vol. ミ , 
No. 4 

小松 敏を 巧 37 カネコトタテグモの戶蓋理學界 Vol. XX て V, No. 4 
々 1937 カナコキク'モの習巧 Acta Arachnol Vol.ii, No. 4 

おパ 1 重治郞が如龍河洞の蜘蛛同上、 TqI. iv ， Ko. 4 
け 1940 龍河洞の驅頓髙知敎育第 692 號 

小松敏宏が 40 龍河洞產觀蛛五趣に就いて Ada Arachnol. Vol.v, No. 3 
鳥島春雄 1942 長聲縣のテングカウモリ追記動物學雜誌 Vol. liv, No. 5 


南洋遠の蛛蜘類 〔。 

仲を 耕 ホ 

東京農業大學動物學敎室 

大柬巧戰爭の進展と共に吾がお盛共榮逊特に南ち諸地ホの動物にを意される 
様に成つて來た。近時*ホの動物に關才る警審も種々發巧されてぬるが蜘蛛方 
面-の紹介は僅少である。南洋諸島のクモ類は前世紀の後半より現世紀の初頭に 
旦つて L. Ko 也 Thorel!, Karsch, Simon, 0. P. Cambridge, Dahl な 
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Straud 等の諸大家に依つて研究せられ てね る力;吾々に取つ ては 餘り知られで 
居ない。幸に著者の大學にがて農擧女明石巧 H {叢伯。探集にか、る標本が收藏 
せられてむる關が上多數調べる事がお來た。其の內成可く普通の極類を紹介し 
て同が•諸賢。御參考に供し度い。是等懐本は明石讓 H 自力喃ホ古面にがて數年に 
直る繪行脚の傍踩集されたものであつて同靈 f 白の御努力に對して强に感謝〇意 
を表する次第である。 


ORDER OPILIONES 
Suborder Meeostetlii 
Family Assam! idae 
vieuus Metassamia Roewer 
Metassamia soerensentt (Thorell) 

フタトダキンチャクザトウムシ〔第一圖〕 

9 體長 7. 8 のの . ，巧幅 4 9 mm . 背面より一見するとキンチヤクを聯想 



第一圖 Metassamia soerensenii ( T 1 ortll ) 9 
エ.巧面 2 .側面[原廟〕 
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せしめる。巧面は暗黄褐色，腹面は黃娘を.頭胸部前緣には2— 1 一2計5本 
の芽 I 腿でがて巧装され，が循は5節から形成され第 IV 飾に’對〇大•な炎起を 
具へ，銀’ I 節と第 JI 節の境界は觀溝がなずる。腹板は备々遊離す動性であ 
る〇眼上は前緣より其の短徑だけ離れてがしてゐる.薇條圓井ん長••蹄- 2.8 
: 1.8, 眼は兩側にをり，中央都は黃色斑を作つてねる。上飄は淡黃褐色，第 
I 節の前部は半ながに上ホに隆起，第 II 節前面には暗をの梯モ狀斑紋をみへ 
てねる。觸肢は特有の形を呈してねる，鱗節の基部は細く上下に扁平，前端に 
巧ひ太い0下面には15齒內か〇1齒列を持つてゐる〇勝節の基部梓に納< 前 
端に巧ひ太く， S 角雌狀である〇艦節は四角を狀，下面外側ににち刺の側凝担 
(2 媽を持つ）1，巧側に2有刺ル绽起がある。靴節下面兩側綠に各有を!]突 
起あり，其のホ端には大な1爪をみへてねる 0 ホ脚の腿節長は I 4.9 mm , II 
8. 9 mto , III 65, IV 9 mn ]。 

採集地ビルマ • ラングーン （ 9 夕數も X. X. 2599.) 

ORDER ARANEINA 
Suborder Proto 比 elae 
Family Avjciilariidae (=i heraphosiciae ; 

Genus Chilohrachys Karsch 
Chilobrachys javanensis (Walckenaer) 

ジャバトタテグモ〔第 I 圖版及第二圖〕 

9 體 ISmiB . 僅にホをを帶びた褐を。背甲は前狹後廣の六角形，長は幅 
より優つてねる。頸溝な放肿溝は巧か。中窩は後曲性（一），後稼より1/3 〇 
所•に位する 〇 眼は前緣近くに群居しでむる，眼は2列，前限列は巧ど端直，後 
眼列は僅に前曲性 （ ^ を側4販お樂合して前中贩間は其 P 直徑〇 ]/ J より 
僅に廣 < 離れ，後中狐閒は前中贩の檀極の約2惜近く離れて ねる ，後中眼は略 
S 角形，後例!服は菱形に近い形を呈してゐる。頸は前中贩〇直徑に等しい。上 
飄は赤褐色，水平に前方に突化しで巧こ堤內側には長を總列を，か側には10鹤に 
餘る 1 鹤列（祀器）を具へてねる0 下顯 は黃褐を，基部にて 下 臀を園お前方に 
總り前內側は突起狀を形成してたる 0 基部前側には微齒密集 L てなる 0 下醫は 
梯形.長は幅の2倍，前緣 には 下類と巧機の微齒部の横列が ある。 胸板は前緣 
截形の9角形，正中線に於て側ホよりも儀に隨起してゐる〇長は幅に等しい。 



が afh リ s jnvanensis (WalcVenaer) 
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步脚は頑丈で太い，腑節な 
飾節の下画には毛總を驚生 
してわる，飾節端には毛巧 
な長い單爪2を內曲してむ 
る下爪1をみへてねる，第 
IV 基節の基部は相接して 
たる0腹部は卵形，蛛統は 
2對，後がは3節よりなり 
長い，前化は單節にして後 
おの第 I 節より短小であ 
る0 

探集地ジヤバ•ワテス 


Suborder Metathelae 
Family Hersiliidae 
Geiu に Hersilta Audouiii 
打の ’ silia indica ( Li : c : is ) 

T カシナダイボグモ〔第 II 圃版，2翻〕 

军 體長 6.5 mm , 巧が長 2. 2 mni , 同福 2.5 mm ; 腹部長 4. 3 mm , 巧幅 
え3 mir 。 背甲は淡黃褐色，圓味のある逆‘じ、形.前部即頭部は隆起してわる〇胸 
部はむしろ扁やである。頸雜及披射條は明瞭.前者は特に深刻である。中窩は 
縱をしてねる。眼は8贩，3歹 IJ ， 前中贩は特に前下部に位超する〇兩眼列共强 
く前曲（^),前中服は瑕大である。額は暗褐色，前中[股の直徑の 1.5 倍であ 
る0上類は暗视色，短小にしてか織を缺いてねる〇下颖は淡黃褐蛙.下瞎を國 
みハがを單してねる。下替は短—瓦栗果狀である。脈板は黃褐をのと、形，其の後 
緣は第 IV 基節に挿入して同基離1な1を廣< 離してねる0步脚は黃褐む，細長に 
して第 III 步脚のみ短小，各節には長い褐輪毅を具へ，を雖節端には3爪を持 
つてむる。腹部は淡黃褐地に歸の株な斑紋を具へ，前緣殆ど截形の短卵形，後 


カムポンけ罕 • 

28. III . 2590 
(1930)) 
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終公 KJl 部は爽胜してわる。本趣の特-荷の後蛛がは綱長にして體長に等しい， 
與〇求節は腹部授より授い，削がを具へてなる。前及中がは共に短ルである0 
採集地バリ兽 （ 1 卒 .V. 2600 (1940)) 

Jb'iiraily Argiopidae 
Genus Coganargtope K 卜 hida 
Coganargiope iniricata (Simon) 

シモン T ミメグモ〔紫 S 園， 1 〕 

を 本 種は吾が裳南泮に產 するアミメグモを 想像 すれば 間違なり無い 割续 



第ミ圖 1. な夕 a のなか如 iniricata (Sinio >、 

2. Co が nar が ope striata (Do】 货 cUU) 〔原 嵐) 
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大きい17 mm 巧外の蜘蛛である。背甲長 7. 2 mu% 巧幅 6.8 mm; 腹部援 
同幅 9.6 mm 。 背甲は-ホ褐色にして扁平，を面に長白毛で被はれて 
ねる。頭部お中線に刺モ縱生してねる。頸蒲あ放が條は明瞭中竊は第 III ホ 
脚の線にをりハ狀である。贩は2列.前眼歹 y は略端直.後眼列は强<後曲して 
ねる，中眼域の後幅>前橋，長>輪側眼は巧接してねる，前側眼は內下方を 
巧いてゐる〇額は前中脈の直徑に等しい。上顯は赤褐色，頭たにして前あ後才 
堤にを3齒をみへてたる。下颖は葉狀，前方に開いてねる，色は黑褐をにして 
前及內側は黃色である〇下替は基部黑褐を，他は黃を，短香-形である。胸がは 
'じ、形，褐を地に大な放射狀の黃を斑紋を具へてねる，周緣部な後緣には計7個 
の隆起がある。步脚はホ褐色.预たにして夕<の刺な毛で被はれてねる，靴節 
には 3 爪がある0腹部は圓味を及びた置角形にして後緣より ]/3 のが最大幅. 
肩突起は顯著でないが存する。を面は黃色地に黑色の細線でがて網目狀を作り 
後緣部は密なる爲黑をを呈しでなる〇腹面にはコガネグモ屬特‘をの黃色のがが 
の斑紋並に其の閒に 3 對の小巧點を具へてねる。蛛捷は 3 對と間がを具備しで 
ねる。セレべ ス產の ものも恐らく本種と同一種であらう。 

採集地ミンダナオ島アトンアトン （ 2 9. 28. XII. 2588 (1928)) 

Coganaroiope striata ^Doleschall) 

ホソホビ 3 ボネグモ〔第 S 圖， 2 〕 

军 體長 19 mm 內外，背甲長 7 mm, 同幅 6 mm; 腹部長 12.7 mm, m 
傾 g . SmiB 。 前種に良く似を穗類にして腹部背面〇斑紋が異つてゐるが"-見見 
分けられる。货甲は前穗と同様であるが頭部正中線に刺毛列を缺いてなる，中 
窩は樂 III 〇線にあり後方に巧っでミ叉狀をしてゐる〇頸溝な放射條は巧敵で 
ある0前眼列は前曲（八），後贩列は後曲（一）してねる，後中販閒 > 前中服 
閒，中眼域の: K は轉に優ってたる〇觸肢は黃色であるが，雜節は暗をを帶びで 
ゐる。上顯は黒褐色，前を後す堤には备3贈を具へてゐる〇下韻は黑褐を’前 
あみ側は萌色葉狀形，前方に閒いてねる）下臀は短ま形，基部は黑褐色’前 
半部は黃を〇齡板は黑褐を地に放射狀の黃斑紋あり，了隆起を具へてゐる〇步 
脚は玻义，黑褐を地に黃鴻色輪紋を具へてなる，基節は巧ど黃色を呈してむ 
る。腹部は角の無^前换略端直の丑角形’肩突起は僅に隆起してねる。背面黃 
を地に周絲部は黑細僚でお卷かれ前半部に黑攒帶2 — 3あり，前2條は前緣よ 
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り]/4の所に，後3條は中央にをる。後半部には細い黑帶押]接してむしろ黃を 
條の虛線列の如く見られる。腹面は前趣に殆ど同じ，蛛がはホ褐をの3對を間 
化を具へてねる。 

探集-地ミンダナホ&ァトンアトン [4 孚 9. XII. 2588 (1928)) 

Co リ織 argicme picia T ム Koch 

ナ、ホシコガネグモ〔第四圖，1〕 

军 體長9打リリ內夕 fO コガネグモとしても小形の穗類である。巧甲長え4 
mm, 同 幅 3.In' ‘怕；腹部長 •う • 6打 ii ", 同幅 4.6 imn。 が町‘よ前種と同機であ 
るが兩前側限は內下方を巧き，前脈列は僮に前曲（八），後販ダ Ij は後曲（一） 
する0前側眼はな小である。頭部化中線には刺を列は認められない。頸谦及败 
射條は明滕である，中窩は後方に巧ひ S 叉狀を呈してねる0觸肢は黃色上颖は 



第四圖 3. Cogmmyffiope ぞ ! .cfa L, Koch 

2. A?-aneus thmi (Wol.keaaer) [ 原騒〕 
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黑頓をにして顽史である。下飄は葉が形なるもむしろ僮に長い五角妝前方に 
閒<，基部]/3は黒褐を他は黃をを呈してねる。下替は短をお，黃色である。 
胸板は黑褐色地に黃をの大な放射狀斑紋をみへ心おである，7隆起を具へる。 
步脚は黃鴻色にして刺をの附着點の周菌は靑黑むみ斑點を作ってねる。腹部は 
五角形，肩突壞あり，中央より僅か後ち最大幅巧面には黄をの大雜睐が2— 
3 — 2の計7伽な する . 第2列斑紋閒に巧をの2斑點あ躬3列との間にん第 
3列より後緣に至る閒に 3--2 0 小斑點がある0蔽面には黑を地にが黃を斑 
紋其の間に3對の小斑點及他に微小な斑點列が縱列しでねる。蛛渐よ赤褐を 
である〇 

踩集地ミンダナホ島アトンアトン （ 1 ?.14. 1. 2589 (1929)) 

Genus Araneits Clerck 
Aranexis tJieisi (Walckeuaer") 

ホシス デ ホニグモ 〔第四 H . 2〕 

9 體長 8 mm 內外の中形種で廣く吾が南洋ち面にがてはか布してねる。 
背甲長义5 mm , 同幅 3 mm ;腹部長7 mm , 同幅4 7 nw ] 。 巧甲は黃褐をに 
3黑條が縱走してねる。頸溝及放射條は明瞭にして中窩は縱走してむる0前販 
列み後眼列共‘に前曲してむる，兩側 K は相接してねる，中眼域〇前巾> 
をホ，長>懦後側眼は最小である。觸妓は黃搞た。上類の前面は黃夕色地に 
璋色〇網旨狀斑紋がある，前及後牙堤に备3鹽を具へてねる0下颖は葉がお. 
跑方銷き • 黒褐をにして前及巧側は谈黃鶴をである。下霉は端を妝黑褐を前 
煤は淡黄褐色でをる0胸板は黑褐をに太い黄條縱をしてねる長と、形である〇歩 
巧はを黄褐色にして腿節一聴節の各節に1 一2黑褐をの輪絞を具へてねる〇腹 
部は卵形，背面の黑褐地に也中線に黃をの枠狀り連撥して‘ねる縱條を醒側緣に 
黄色の微小斑點5對がある。也、臟斑は暗色である，然し之の斑紋は必ずしも瞬 1 
の如<で無い。腹面は褐色地に4對の黃をの斑顯をみへてねる0之の巧點も連 
墳してねる。蛛巧は3對と閒•姥とがある。 

採集地ミンダナホ島アトンアトン （ 1军 . 22. I . 2589 (1929)) 


Gei】us Nephla Lerch 
JSephila macidat 幻 (Fabncjus) 
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マダラジョ p ゥグモ I 巧 II 鐵版，1趨〕 

巧方系のクモとしては見落すわけに巧力ぬ體の大きい少脚の美しい長い事に 
がて他の追從を許さないクモである。體授は 50 m 打；に達し，步脚は WmTii な 
上に達ずる。化のクモは吾が化州南部讓灣にも普通に見られる吾々には比較的 
馴染みの深い麵鞠であるから記棘を胳して翻のみ揭賊ずる事とした0 
採集地バリ轟 （ 2 罕？ . y. 2600 (1940)) 


智異山大源寺の蜘蛛 

松 原 茂 雄白甲錦!） 


巧が中學お 


A L'st of Spidejs Aon Mt. Tii, 

South Ke shO'Do, Korea 

チは學友許蠻巧より1937年リ巧智異山大源爭（驢巧南道）で御採集の蜘蛛類標本を 
御惠與願つた。化處に其の目錄をホ長げ，許蠻巧に深甚の謝意を表するま第でちる〇烁 
化の目錄の他に穗名ホをのものが數麵もるろ;こわは後良改めて發表ずる豫定である0 
!• Ar^iopidae コガネグモ科 

1. Ltucaugt suhblanda Bosanberg et Strand, 190C コシロ ガネダモ 

2. Letbcauffe subgemmea B お . et Strand, 1905 ヤミシロ ガネグモ 

3. Meta /compirensis Bos. et Strand, 1906 タニマノ ドヨウグモ 

4. Meta doenitzi Eos. et Si rand,190 さ ドヨウグモ 

5. Gasterac な ntha leucomdaena (Polesctall,159) トゲグモ 
も Arane^is scyllus (Karsch, 1879) ヤマンロホニグモ 

7. ./L scyllus var. nigr<mmculatm YaginiKii：!, 1941 アトグロヤマン ロオニグ モ 

8. Araneus meUo 巧 d (Simon, 1S95 ) キバ ラナ ニグモ 

9. Araneus ventricosus (L. Koeh, 1877 ) イへナニゲモ 
10, Miranrla bninnichii (か opoli,176 巧ナガコガネグモ 

J1. (h リ armr リ iope minuta (Ka 巧 ch,1879 ) コガタコガネグモ 
32. Nephila clarafa L Koch, 1877 チ ’3 口々グモ 





